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「バーキンについての1/2ダース」．．．JI I勝正幸

[1]「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ」のジェーン•B こそ最甜！今なお女優として現役（J・リヴェッ
トの「文しき諄い女」 '91他）の本人にパレたら叱られちゃうかもしれんが、僕はそう断言する。そ

りや、娘のボーイフレンドを略奪愛するママ（「カンフー・マスター 1 」 '87) の大人のいい女ぶりに

も、スウィンギング・ロンドン直送！ って感じのマイクロ・ミニがまぶしいイケイケぶり（「スローガ

ン」 '68) にもドキドキするさ。でも。 [2] 何でもないジーンズにタンクトップ、白のスニーカーにショ
ートカットの••••••そう、まるでX·GIRLのルーツみたいなバーキンは、マジロの中に人れても痛くな
いくらい可愛い。 [3] イギリスのいいとこのお嬢さんだったジェーン・バーキン (1947~) は、 18で
J・バリー (007 シリーズの映画音楽他）と帖婚。 2年で離蛸。「ナック」 ('66) のチョイ役でデピュー

し、「欲翌」 ('66) でいきなりヘアヌードを披露、話題に。そば、「スローガン」でゲンスプールと/Jj
会い、愛し愛され、潟教されて、 69年、彼女のあえぎ声をフィーチャーしたセクシー・デュエット・
ソング「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ」が世界的な大ヒット！ 以後、フレンチ・ロリータの女神と
なる。だって、彼女は75年にロリータたちの国家？ 「ロリータ・ゴー・ホーム」 ('75) を歌ってますか
らね。 [4] う～む、なんだか“渋谷系の母＂のような経歴なり。そういえばヴァネッサと L ・クラヴ
ィッツの関係って、ジェーン＆セルジュの逆バターンではあるまいか。〈フランス娘を調教するアメ

リカ男〉対〈フランス男に潤教されるイギリス娘〉。おまけにヴァネッサとジェーンって、若き Hの
脱ぎっぶりの且さが 1lt 1！りから反発を買ったとことか似てなくない？ ［5] しかし、不籾髭にダンがJ
ーのシャツ、ジーンズに白のダンス・シューズという“ゲンスプール・ルック＂は、バーキンのお見立

てというから、潤教されたのはゲンスプールほうかもしれない。だって、ゲンスプールったら、パー
キン以外演じられないようなジョニーという役を行いておきながら、「彼の期待を裏切りませんよう
に」と役になり切ったジェーンが現場でJ・ダレッサンドロといい感じになると、嫉妬しちゃったんだ

からね。逆にげうと、「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ」のパーキンは泣けるほどリアルな演技。彼
女はこれで女優llllllll したのではないか。 [6] オリジナル仏話ヴァージョンは、 El本初公llll。これでや

っとバーキンの"I LOVE YOU"ではなく、"JE T'AIME" がlUl ける。

「ーを＋にするレディ・ジェーンの魔法」．．＊カヒミ・カリィ
「なんてこの映画に出てくるジェーン・バーキンは魅）J的なの！？ はあ•••…」。この映両「ジュ・テーム・
モワ・ノン・プリュ」を観た感想を一すで表すのなら、この一言に尽きると思うのですが……。洗濯し

すぎたジーンズとランニングからのぴている男の子のような、長い長い手足（もてあましてる！）、自分

の体にまったく無顧れな少女のようなひょこひょことしたしぐさ、無防偏で、よだれでぴかぴかした
口のまわりの産毛まで見えちゃいそうなほど接近してくるようなイノセントな笑顧I! かと思うと、す

ごく警戒していて、illl断するとカリッとひっかかれそうな、長ーいまつ毛を持った瞳etc.......。

ジェーンは見事なくらいベチャンコ胸でガリガリで、よく見ると足だってカ
エルみたい（←これはゲンスプールがジェーンと初対面の時の印象で3っ

てた事 I) なのに、きっとこの映面を観た後では、なんだかそれらが

全部（それこそが）、ジェーンのチャーム・ポイントに見えてくるでしょ
う？シャルロット（ジェーンとゲンスプールの娘）も前にインタヴュ
ーで「ジェーンは全く一般的な女性らしいスタイルの持ち上ではな
いけれど、すごくフェミニンな人で、皆が彼女のそこに魅かれるの

は娘としてみても、すごく分かるし、うらやましい」と誇らしく言っ
ていた'JIがあります。
でも。私はこの映画のジェーン（ジョニー）は、ジェーンと 3うよりも、

これはすごく、“セルジュ＂（本人というか日身というか）だなぁという感

／一 じがしたのです。（もちろん、このジェーンのキャラクター〈魅力〉
は演技ではあるけれども、天性というか天然のものなのですが）。
ジェーンも「私がセルジュの作品を歌う時、私は彼の分身に

なっているの。私n身の持ち歌も彼の苫しみを歌うものが多

いから」と日っていた事があるのですが、この映画もまった
くそうだと思う。

ハンサムだけどホモセクシュアルで孤独で根なしヰのク

ラス、クラスに依存していておどおどして嫉妬深いクラス
のポーイフレンド、それからガリガリで女のfらしからぬ

ルックスを持ったイノセントな感じのジョニー、デプで、

きたなくて、 [I槌格で人生あきらめてしまったようなポリ

ス、人生についてなんて考えた1tもないようなスゴくデプ
な川婦など••…•。ゲンスプールは、よくこういう対照的な

キャラクター（デプとガリガリ、ハンサムな胄年と薄汚れた

オヤジetc.) を彼の作品に狂場させると息うのですが、このす

べてのキャラクターがこのセルジュ・ゲンスプールの分身であり、

その一部分を誇張させる事によって、 1]分のバランスをとってい“ るように見える所が、すごくこの映l!liを“ゲンスプール”にしてい
る瓶囚だと思うのです。
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